
当院のフォーミュラリー

■神経障害性疼痛緩和薬（Ca2+チャネルα2δリガンド）の院内フォーミュラリー案

【補足】

１）Ca2+チャネルα2δリガンドのガバペンチンは、診療報酬支払基金の審査において
「神経障害性疼痛」に対して300～900mg（最大2,400mg）1日3回分割経口投与での
使用が認められているが、添付文書上での神経障害性疼痛の適応を有していない
ことから、本フォーミュラリの対象外とした。

第一選択薬 第二選択薬

【先発】タリージェ錠
【後発】プレガバリンOD錠「ファイザー」

（先発：リリカ®）

注）プレガバリンが有する「線維筋痛症に伴う疼痛」
の適応は本剤にはありません
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